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平成20年６月16日 

各  位 

 

大阪府吹田市豊津町１番33号 

株式会社ダスキン 

代表取締役社長    伊東 英幸 

（コード番号：4665 東証第一部・大証第一部） 

問合せ先 取締役経営企画部長 

鶴見 明久 

電話 06-6821-5071 

 

東京都品川区大崎２丁目１番１号 

株式会社モスフードサービス 

代表取締役社長ＣＥＯ 櫻田  厚 

（コード番号：8153 東証第一部） 

問合せ先 執行役員総合企画室長 

福島 竜平 

電話 03-5487-7371 

 

 

株式会社ダスキンと株式会社モスフードサービスとの 

資本・業務提携に関する具体的内容について 

 

 

株式会社ダスキン（東証・大証一部上場、証券コード4665、以下「ダスキン」）と株式会社モスフー

ドサービス（東証一部上場、証券コード8153、以下「モスフードサービス」）は、両社が展開している

外食事業に関して、平成20年２月20日に資本・業務提携契約を締結致しました。 
 

上記の契約締結以降、資本提携に関しましては、ダスキンがモスフードサービス株式1,312,600株（発

行済株式総数に対する割合4.1％）を、モスフードサービスがダスキン株式1,051,000株（発行済株式総

数に対する割合1.5％）を既に取得しております。 
 

業務提携に関しましては、締結した内容を具体化するために、分野毎に商品開発、品質管理、出店、

購買、物流等８つの分科会を設けて、短期的に実現させる事項（具体的には、平成21年３月期中に開始

可能なもの）と中長期的に実現していく事項に分類し、平成20年５月末日を目処として、検討を重ねて

参りましたが、現在までに合意した具体的な内容及び実施計画、並びに検討の進捗状況についてお知ら

せ致します。 

 

 

記 

 

１．これまでの経緯 

平成20年２月20日 資本・業務提携契約締結 

 業務提携推進委員会を発足 

 委員会の下に８つの分科会を設置 

  商品開発、品質管理、出店、購買、物流、 

新事業開発、営業・販促、海外 

平成20年３月上旬 各分科会にて、具体的な業務提携内容に関する検討を開始 
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２．検討事項 

【短期的に実現させる事項】 

(１)新規商品の共同開発及び販売促進のコラボレーション 

両社が、共通のキーワードを基にして開発した商品に関して、同時キャンペーンを実施して参

ります。 

第１弾は、平成20年７月中旬から行うこととしており、コラボレーション商品に関する記者発

表も予定しております。 

 

(２)品質管理、衛生管理システム 

品質管理・衛生管理体制に関して、モスフードサービスとミスタードーナツ双方の長所を融合

させることにより、業界トップクラスの品質管理体制を構築します。 

①工場インスペクション内容、原材料管理内容、店舗衛生検査内容における双方の長所を融合し

ます。 

②ミスタードーナツの一部直営店舗では、モスフードサービスが運営する総合衛生サービス会社

である株式会社エム・エイチ・エスの店舗衛生管理システムを試験導入し、品質管理・衛生管

理の更なる向上を目指します。 

 

(３)店舗物流の共同配送 

物流委託先が同一で、共同配送を行うことでメリットが得られる地域での共同配送を行います。

また、今後の両社の出店戦略及び環境対応も視野に入れた最適な物流センターの再配置を検討し

ます。 

平成20年10月以降に、東海地域で共同配送を開始します。 

（この共同配送により、東海地域における配送ルート数は両社合計で10％程度減少、また、排

出ガスが約13％削減できる見込み。） 

 

(４)共同出店 

同一物件への共同出店を行います。 

 

(５)物件情報の共有化 

物件情報を共有化し、相互活用します。 

 

(６)株主優待の相互利用 

両社の株主優待券に関して、全国のミスタードーナツ及びモスバーガー各店舗での相互利用を

可能にします。 

（平成20年９月末基準の株主様にお渡しするご優待券より使用可能とします。） 

 

(７)海外展開 

両社が既に展開している地域及び今後展開を計画している地域について情報交換を実施します。 



 - 3 - 

【中長期的な検討事項】 

(１)新規商品の共同開発 

ミスタードーナツの強みである、デザート系商品、モスバーガーの強みである食事性の高い商

品等、両社の強みを生かした商品開発に以下の２つの視点で取り組みます。 

①共通のテーマで、両社が独自に商品開発を行います。 

②両社共同で商品開発を行います。 

 

(２)店舗物流の共同配送 

①平成21年９月迄に、近畿地域での共同配送を開始します。 

（この共同配送により、近畿地域における配送ルート数は両社合計で16％程度減少、また、排出

ガスが約７％削減できる見込み。） 

②平成22年４月以降順次、東北、北陸、中国地域で共同配送を開始します。 

 

(３)共同購入による仕入コスト削減 

両社共同での購入について、同一仕様で購入が可能な商品の共同購入から開始し、原材料、副

資材等の共同購入も検討して参ります。 

 

(４)共同出店 

多様化するお客様のニーズに応えるため、両社が展開する食事、軽食、スイーツ各業態の店舗

を、フードコート等に複数一括出店して参ります。 

 

(５)売上予測システムの共同研究 

出店時点における売上予測の精度アップを図り、機動的な物件の確保を図ります。 

 

(６)新業態の開発 

①お客様のニーズに応えることを第一義に、両社のブランド力向上に資する業態の開発を継続し

て参ります。 

②大型のショッピングセンター等話題性のある施設への出店を視野に入れ、「食育」をコンセプ

トにした、お子様がドーナツやハンバーガーの製造体験が出来る両社の２in１店舗の開発を検

討して参ります。 

 

(７)店舗備品関係の共同購入 

家具類、照明器具、分電盤、厨房機器等を共同購入することによりコストダウンを図ります。 

 

(８)人材交流 

複数分野で両社間の人材相互交流を実施します。 

 

３．業績に与える影響 

今般発表致しました資本・業務提携の具体的な内容が、両社の平成21年３月期業績に与える影響

は軽微であります。 
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（ご参考） 

両社の概要（平成20年３月31日現在） 

商号 株式会社ダスキン 株式会社モスフードサービス 

事業内容 

フランチャイズシステムによるダ
ストコントロール商品のレンタル
及び飲食事業等 

フランチャイズシステムによる飲
食店の展開 

設立年月日 昭和38年２月４日 昭和47年７月21日 

本店所在地 大阪府吹田市豊津町１番33号 東京都品川区大崎２丁目１番１号

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 伊東 英幸 代表取締役社長ＣＥＯ 櫻田 厚

資本金 11,352百万円 11,412百万円 

発行済株式総数 67,394,823株 32,009,910株 

純資産（連結） 139,664百万円 35,225百万円 

総資産（連結） 195,822百万円 45,479百万円 

売上高（連結） 192,344百万円 62,301百万円 

営業利益（連結） 14,263百万円 752百万円 

経常利益（連結） 15,259百万円 1,278百万円 

当期純利益（連結） 7,196百万円 △325百万円 

決算期 ３月31日 ３月31日 

従業員数（連結） 3,591人 907人 

大株主構成及び持株比率 

三井物産(株) 5.1％ 
ダスキン働きさん持株会 3.1％ 
日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託 
銀行(株)（信託口） 3.1％ 
小笠原 浩方 2.9％ 
日本製粉(株) 2.9％ 

紅梅食品工業(株) 4.3％ 
日本生命保険相互会社 4.1％ 
(株)ダスキン 4.1％ 
(株)ニットー 3.7％ 
(株)三菱東京ＵＦＪ銀行 2.5％ 

 

なお、本件に関する報道機関からのご照会は、以下へお願い申し上げます。 

株式会社ダスキン      広報室   電話06-6821-5006 

株式会社モスフードサービス 広報ＩＲ室 電話03-5487-7371 

以上 


